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2La-1　　　　綿布からの脱離臭に及ぼす環境湿度の影響
　　　　　　　　　日本女大家政　○藤村明子　　山口明子　　大野静枝

　　　　　　　　　東京工大工　　　江原勝夫

　　目的：我々は、これまで操作法が比較的簡単で、安定性に優れた金属酸化物半導体セン

　サを用いて種々の繊維に対するニオイの測定や、環境湿度によるニオイの変化を検討して
　きた。本研究では、着衣に吸着したニオイの周囲環境による影響を知るために、基礎的研
　究として綿布からの脱離臭の環境湿度による変化について測定を試みた。
　　方法：ニオイ試料として、天然香料及び生活に密着したニオイ8種を爪いた。環境湿度

　は、30、55、80％RHの３条件を設定し、温度は約23°C一定とした。測定は、ニオイによっ
　て出力特性の異なる５個の半導体センサと湿度センサを組み込み、湿度発生装置を加えて
　一体型装置を試作して行った。綿布へのニオイの吸着はデシケータ内で一定条件で行った。

　チャンパー内を任意の湿度に設定した後、試布を挿入し10分間測定し、各センサーから得

　られた出力値をレーダーチャートプロットしてパターン化した。
　結果：経時的な出力値をそれぞれパターン化することにより、試布からの脱離臭の拡散

状態が観察された。Lemon、Orenge、P i neneedI eはいずれの湿度でも初期に高出力値を示
し、その後経時変化は殆ど見られず、脱離速度が早く、初期に一気に拡散されることがわ

かった。Rose、i so-VaIeric acid、n-HeptanoIでは徐々に拡散され出力値が経時的に増大
した。30く55＜80％RHの順に出力値の大きいニオイ、30％RHで出力値の小さいニオイ、湿
度の影響を受けないニオイがあることがわかった。これらより衣服に吸着したニオイは、
周囲環境の影響を受けて変化することが示唆され、これらの結果は本研究はより快適な衣
生活環境づくりのために有用であると考えられる。
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　　　　大気環境暴露における布帛への硫酸イオンおよび硝酸イオンの付着

　　　　　　　共立女大家政　○小林　有紀子　　芳住　邦雄

　目的　被服の汚れの原因としては、大気環境中に存在する各種汚染物質の付着も重要な

役割を果たしていると見込まれる。本研究では、大気汚染物質のうち大気環境中の二次生

成物質である硫酸イオンと硝酸イオンに着目して、被服への彰響を環境暴露実験を通じて

定量的に解明することを目的としている。

　方法　環境中での環境暴露にはJIS添付白布の綿、絹、ウール、ナイロン、アセテー

ト、レーヨン、アクリル、ポリエステルの８種類の布を用いた。4cmXl0cmに裁断

した試料布を東京都千代田区及び八王子市の本学神田及び八王子校舎の屋上に吊し、19

90年=10月より1993年11月までの約３年間にわたり１ヶ月ごとに継続して暴露を

行った。回収した試料布に純水を加え水溶性成分を抽出し、イオンクロマトグラフィーに

より分析を行った。

　結果　硝酸イオンの付着量は、神田、八王子ともにおおよそ11月ごろからなだらかに

上昇し、７、８月にもっとも高い濃度を示す特徴となった。繊維別の付着量では、いずれ

の繊維においても八王子での測定値が高く、綿、絹、ウールなどの天然繊維やレーヨンで

の付着量が比較的高い結果となった。また、ナイロン、アクリル、ポリエステルでの付着

量が他の繊維の付着量と比べて少ないことが認められた。硫酸イオンの付着量はおおよそ

1 2月から８月にかけて高くなる傾向が昭められた。繊維別ではいずれの繊維においても

神田での測定値が高く、綿、絹における付着量が多い結果となった。


